
 
 

                 

「
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
酸
化
物
」
の
生
産

過
程
へ 

 

記
者
会
見
で
兒
島
伊
佐

美
社
長
は
、
「
第
二
ス
テ
ッ

プ
で
せ
ん
断
を
予
定
し
て

い
た
六
〇
㌧
の
使
用
済
み

核
燃
料
の
う
ち
、
約
五
〇
㌧

が
終
了
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

『
せ
ん
断
・
溶
解
』『
分
離
』

『
精
製
』
の
各
工
程
の
試
験

に
加
え
、
十
月
三
日
か
ら
、

『
ウ
ラ
ン
の
脱
硝
』
の
工
程

を
開
始
す
る
」
と
語
り
ま
し

た
。
そ
し
て
一
一
月
二
日
に

原
燃
は
、「
『
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
』
の

生
成
を
開
始
し
た
」
と
発
表

し
ま
し
た
。 

 

ヨ
ウ
素
１
２
９
を
八
月

の
十
倍
放
出
（
「
九
月
分

の
報
告
書
」） 

 

十
月
三
一
日
、
九
月
分
の

放
射
能
海
洋
投
棄
の
デ
ー

タ
が
、
日
本
原
燃
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
が
五
兆
ベ
ク

レ
ル
で
累
計
九
〇
兆
ベ
ク

レ
ル
に
達
し
ま
し
た
。 

今
回
は
ヨ
ウ
素
１
２
９

が
前
月
の
十
倍
近
い
三
九

〇
億
ベ
ク
レ
ル
が
放
出
さ

れ
ま
し
た
。 

放
射
能
に
区
別
は
な
い 

原
発
か
ら
で
あ
れ
再
処

理
工
場
か
ら
で
あ
れ
、
流
さ

れ
る
放
射
能
に
区
別
は
な

く
環
境
や
人
間
に
害
を
与

え
ま
す
。
す
で
に 

九
〇
兆

ベ
ク
レ
ル
も
の
放
射
能
が

三
陸
の
海
に
放
出
さ
れ
て

い
る
の
に
、
責
任
あ
る
諸
機

関
等
か
ら
、
充
分
県
民
に
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
何

故
だ
ろ
う
か
と
疑
問
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 
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止めよう！ 

《再処理》    

写真 

六ヶ所 

再処理工場 
原 燃 説明

会 配 布パ

ンフより。 

日
本
原
燃
は
十
月
二
七
日
記
者
会
見
を
行
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
第

二
ス
テ
ッ
プ
の
約
五
〇
ト
ン
の
使
用
済
み
燃
料
の
せ
ん
断
作
業
が
終

了
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
流
さ
れ
た
放
射
能
廃
液
は
、
ト

リ
チ
ウ
ム
が
九
〇
兆
ベ
ク
レ
ル
で
、
一
般
原
発
の
濃
度
規
制
で
計
算
す

る
と
平
均
百
倍
以
上
も
上
ま
わ
る
驚
く
べ
き
高
数
値
で
す
。
特
に
も
七

月
八
日
の
廃
液
は
七
二
〇
倍
と
計
算
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
法
律
で
は
再
処
理
工
場
の
場
合
の
み
、
海
洋
へ
の
放
出
は

「
工
場
周
辺
の
住
民
へ
の
線
量
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）
が
安
全
で
あ
る
な
ら

ば
合
法
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
放
射
能
な
の
に
な
ぜ
基
準
が
異
な

る
の
か
各
地
で
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
沿
岸
の
八
つ
の
市
町
村

議
会
で
は
「
放
射
能
海
洋
投
棄
規
制
法
（
仮
称
）
制
定
」
の
請
願
が
採

択
さ
れ
、
国
へ
の
意
見
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

六ヶ所再処理工場トリチウム排出データ   

月 ア、放出量

（億Ｂｑ） 

イ、放

出回数 

ウ、１回あたり

放出量（億Ｂ

ｑ） 

エ、平均濃度

（１立方㌢㍍あ

たりのＢｑ）（ウ

÷６億ｃｍ３） 

オ、一般原発濃

度規制値の何倍

か（エ÷６０Ｂｑ） 

５月 39000.0 6 6500 1,083.3 18.1 

６月 190000.0 6 31667 5,277.8 88.0 

７月 440000.0 3 146667 24,444.4 407.4 

８月 180000.0 5 36000 6,000.0 100.0 

 849000.0 20 42450 7,075.0 117.9 

ア、日本原燃（株）ホームページ・月別発表による 

イ、青森県議会答弁による      ウ、ア÷イ  

エ、ウ÷６億ｃｍ３（廃液タンクの容量） 
 オ、一般原発のトリチウムの濃度規制値「１ｃｍ３あたり６０Ｂｑ以下」。 
   経済産業省告示第１８７号第９条１項 「（実用発電用原子炉等の）空気中又は

水中の放射性物質の濃度限度は、３月間について平均濃度が次のとおりとす

る。（「別表第二」第６欄を指示。）第６欄「廃液中の濃度限度」には ３Ｈは

６×１０Ｂｑ／ｃｍ３とある。 

   ＊再処理工場の廃液は 科学技術庁告示第１３号第９条３項には「放射性廃棄

物に海洋放出に起因する線量当量限度は３月間について２５０マイクロシー

ベルトとする」とある。第１項に濃度規制条項があるが適用していない。 

 



  書物の紹介 

  『朽ちていった命』 
－被曝治療83日間の記録－ 

ＮＨＫ「東海村臨界事故」取材班 
 新潮文庫 2006年10月1日 発行 

定価 438円（税別） 
 

事故後８日目の 

大内さんの手。 
東大病院入院時には、赤く

腫れているだけだった。しか

し、２６日目の写真では 表

皮が失われ、赤黒く変色して

いた。（同書中綴じ写真） 

 

事故後４日目。大内さんの腸骨

の骨髄細胞の顕微鏡写真。染色

体がバラバラにされている。

（同書５９頁） 

 Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
か
ら 

七
年
目 

一
九
九
九
年
九
月
三
十

日
茨
城
県
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ

臨
界
事
故
か
ら
す
で
に
七

年
が
経
ち
ま
し
た
。 

 

二
〇
シ
ー
ベ
ル
ト
前
後

と
推
定
さ
れ
る
大
量
の
中

性
子
線
を
浴
び
た
大
内
さ

ん
は
、
東
大
病
院
に
運
び
込

ま
れ
た
時
、
普
通
に
話
し
も

し
、
元
気
で
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
彼
が
事
故
で
浴
び
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
温
を
千

分
の
二
度
上
昇
さ
せ
る
ほ

ど
の
わ
ず
か
な
も
の
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

放
射
線
の
持
つ
強
力
な
電

離
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
彼
の
体

細
胞
の
構
成
分
子
を
ず
た

ず
た
に
引
き
裂
き
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
載
せ
た
染
色
体
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し

て
し
ま
っ

た
の
で
す
。 

こ
の
本

は
、「
細
胞

再
生
の
設

計
図
」
の

多
く
を
失

っ
た
大
内

さ
ん
の
体

を
先
進
医

学
の
総
力
を
挙
げ
て
治
療

し
た
医
療
チ
ー
ム
と
、
大
内

さ
ん
の
家
族
の
、
苦
闘
、
煩

悶
の
記
録
で
す
。
日
本
で
も

起
き
て
し
ま
っ
た
初
の
臨

界
事
故
の
悲
惨
な
実
相
に

衝
撃
を
受
け
ま
す
。 

 Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
体
の
設
計
図 

 

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
遺
伝
情
報

が
刻
ま
れ
て
い
る
言
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
、
遺
伝
の
み

に
係
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

ま
ず
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
体
の
新
陳
代
謝
を
司
る
、

す
な
わ
ち
「
体
細
胞
の
設
計

図
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

せ
ら
れ
ま
す
。
大
内
さ
ん
の

体
は
必
要
な
新
陳
代
謝
の

機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
皮
膚
や
骨
髄
の
細

胞
が
再
生
産
さ
れ
ず
、
白
血

球
や
血
小
板
が
ど
ん
ど
ん

減
り
始
め
、
腸
の
粘
膜
も
そ

げ
落
ち
て
ゆ
き
ま
し
た
。
リ

ン
パ
球
が
破
壊
さ
れ
免
疫

機
能
が
喪
失
し
た
の
で
無

菌
室
で
厳
重
に
管
理
し
な

が
ら
、
大
量
の
輸
血
と
抗
菌

剤
、
麻
酔
薬
の
投
与
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
治
療
は
手
探
り

で
し
た
。
白
血
球
の
型
が
唯

一
適
合
し
た
妹
さ
ん
か
ら

の
輸
血
に
よ
り
、
大
内
さ
ん

の
体
内
で
自
分
の
血
液
を

作
り
出
す
細
胞
が
や
っ
と

育
ち
始
め
ま
す
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
す
る
と
、
再
び
傷

つ
い
た
染
色
体
が
発
見
さ

れ
ま
す
。
医
療
チ
ー
ム
は
必

死
に
な
っ
て
原
因
究
明
を

行
い
ま
す
が
、
つ
い
に
解
明

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

東
海
村
に
突
然
出
現
し

た
人
工
の
「
裸
の
原
子
炉
」

か
ら
中
性
子
線
が
放
射
さ

れ
ま
し
た
。
人
類
は
長
い
自

然
史
の
進
化
の
は
て
に
、

「
水
の
惑
星
地
球
」
で
、
六

〇
兆
の
細
胞
、
三
〇
億
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
情
報
を
持
つ
と
い
う

「
人
体
」
に
到
達
し
ま
し
た
。

そ
の
人
体
が
こ
の
中
性
子

線
に
貫
か
れ
て
崩
壊
し
て

行
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
事
件
は
原
子
核
分

裂
の
連
鎖
反
応
を
人
間
が

意
の
ま
ま
に
制
御
出
来
る

な
ど
と
考
え
る
、
技
術
に
対

す
る
過
信
、
人
間
の
お
ご
り

を
鋭
く
告
発
し
て
い
ま
す
。 

（
尚
） 

宮
古
で
の 

映
画
『六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』上
映
会
と 

 
 

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
と
語
る
会 

ご
案
内 

 
 

核
燃
基
地
と
と
も
に
暮
ら
す
六
ヶ
所
村
の
人
々
の
生
活 

を
記
録
し
た
こ
の
映
画
を
鑑
賞
し
、
監
督
の
思
い
を
聞
い

て
、
三
陸
の
海
、
わ
が
郷
土
の
自
然
・
環
境
・
そ
し
て
子

ど
も
達
の
未
来
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
。 

  

語
る
会 

会
場 

宮
古
湾
温
泉
マ
ー
ス 

十
一
月
二
五
日
（
土
） 

無
料 

午
後
一
時
半
〜
三
時 

 
 
 
 
 
 

 

上
映
会 

会
場 

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど 

十
一
月
二
六
日
（
日
）
会
費
五
百
円 

午
前
九
時
半
〜
十
二
時 

 
 
 
 
 

 
 
 

主
催 

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
を
観
る
会 

 
 
 

共
催 

 

母
と
女
性
教
職
員
の
会 

下
閉
伊
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ど
も
た
ち
の
教
育
と
未
来
を
考
え
る
会 

 
 
 

 

盛
岡
で
の 

映
画
『六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』上
映
会 

 
 
 
 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
消
費
者
に
と
っ
て
何
を 

意
味
す
る
の
か
。
消
費
者
と
し
て
考
え
る
。 

 
 
 
 

上
映
会
（
映
画
一
一
九
分
） 

会
場 

盛
岡
市 

キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

入
場
料 

八
〇
〇
円
（
当
日
千
円
） 

中
高
生
五
〇
〇
円
（
当
日
六
〇
〇
円
） 

 
 
 
 

十
一
月
二
六
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

一
回
目
午
後
二
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

二
回
目
午
後
六
時
か
ら 

 
 
 
 
 

一
回
目
・
二
回
目
と
も
に
上
映
後
に 

鎌
仲
監
督
の
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

主
催
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」 

盛
岡
上
映
実
行
委
員
会 

 
 
 

後
援 

い
わ
て
生
協
、
盛
岡
市
教
育
委
員
会
な
ど 


